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一 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

学
校
に
長
期
間
通
わ
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
不
登
校
の
小
中
学
生
は
昨
年
度
、
約
24
万
５
０
０
０
人
と
過
去
最
多

を
記
録
し
た
。
前
年
度
よ
り
５
万
人
近
く
も
多
か
っ
た
。 

 

病
気
な
ど
を
除
く
理
由
で
年
30
日
以
上
休
む
と
不
登
校
と
し
て
①
ア
ツ
カ
わ
れ
る
。
文
科
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
「
学
校
活
動
が
制
限
さ

れ
、
②
コ
ウ
ユ
ウ
関
係
を
う
ま
く
築
け
ず
、
登
校
意
欲
が
低
下
し
た
」
と
分
析
し
て
い
る
。 

 

だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
９
年
連
続
の
増
加
で
あ
る
。
学
校
と
い
う
場
所
に
ス
ト
レ
ス
を
覚
え
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
長
期
的
な
③
ケ
イ
コ
ウ
に
、 

 
 
 
 

（
Ａ
）
拍
車
が
掛
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

大
事
な
の
は
、
学
校
に
行
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
早
い
段
階
で
大
人
が
相
談
に
応
じ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
学
校
は
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。 

 

学
校
や
教
育
委
員
会
を
対
象
に
し
た
今
回
の
調
査
で
、
不
登
校
の
要
因
に
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
本
人
の
「
無
気
力
、
不
安
」
で
５
割
を
（
ア
）
占

め
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
不
登
校
経
験
者
が
対
象
の
別
の
調
査
で
は
、
休
み
た
い
と
感
じ
始
め
た
き
っ
か
け
は
「
先
生
と
の
関
係
」
が
小
学
生
で
最
も
多
か
っ
た
。
中
学

生
で
も
主
な
原
因
の
一
つ
だ
っ
た
。 

 

相
談
し
た
相
手
は
、
小
中
学
生
と
も
「
先
生
」
よ
り
「
家
族
」
が
は
る
か
に
多
く
、
「
誰
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
子
も
少
な
く
な
か
っ
た
。 

 

（
Ⅰ
）
学
校
の
理
解
が
不
十
分
で
、
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
心
の
ケ
ア
を
専
門
と
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
複
数
校
を
掛
け

持
ち
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
大
半
で
、
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
。
人
材
を
確
保
し
、
適
正
に
配
置
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。 

 

た
だ
、
対
策
が
登
校
の
④
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
多
様
な
方
法
で
学
び
を
（
イ
）
保
障
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。 

 

選
択
肢
と
な
る
の
は
、
一
人
一
人
の
事
情
に
応
じ
た
学
び
を
⑤
テ
イ
キ
ョ
ウ
す
る
不
登
校
特
例
校
や
、（
Ｂ
）
学
齢
期
を
過
ぎ
た
人
ら
を
受
け
入
れ
る
夜
間
中
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学
な
ど
だ
。 

 

政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
て
の
都
道
府
県
に
設
置
す
る
方
針
を
（
ウ
）
掲
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
３
分
の
１
も
達
成
で
き
て
い
な
い
。
行
政
の
さ
ら
な
る
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

（
Ⅱ
）
大
切
な
の
は
、
子
ど
も
が
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
だ
。
行
政
と
学
校
、
地
域
が
協
力
し
、
一
人
も
取
り
残
さ
な

い
体
制
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
社
説
「
急
増
す
る
不
登
校
」
（
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
九
日
）
に
よ
る
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 
 

ア
ツ
カ
（
わ
れ
る
） 

 
 

 
② 

コ
ウ
ユ
ウ 

 
 

 
 

③ 

ケ
イ
コ
ウ 

 
 

 
 

④ 

キ
ョ
ウ
ヨ
ウ 

 
 

 
 

⑤ 

テ
イ
キ
ョ
ウ 

（
ア
） 

占
（
め
た
） 

 
 

 
 

 

（
イ
）
保
障 

 
 

 
 

 

（
ウ
）
掲
（
げ
て
） 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

 

（
Ａ
）
拍
車
が
掛
か
っ
た 

 

（
Ｂ
）
学
齢
期 

 

設
問
三 

傍
線
部
（
Ⅰ
）
を
説
明
し
た
以
下
の
文
章
に
つ
い
て
、
本
文
か
ら
適
切
な
言
葉
を
抜
き
出
し
て
、
空
欄
ａ
～
ｃ
に
当
て
は
め
な
さ
い
。（
字
数
指
定
に

従
う
こ
と
。
ま
た
句
読
点
や
カ
ッ
コ
も
一
字
と
数
え
る
。
） 

（
一
）「
学
校
の
理
解
が
不
十
分
」
で
あ
る
こ
と
は
、「
学
校
や
教
育
委
員
会
を
対
象
に
し
た
今
回
の
調
査
」
と
、「
不
登
校
経
験
者
が
対
象
の
別
の
調
査
」
に

お
け
る
、
不
登
校
・
休
み
た
く
な
っ
た
要
因
の
ズ
レ
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
。
学
校
関
係
者
は 

ａ
（
一
五
字
以
内
） 

と
、
子
ど
も
の
側
に
原
因
が
あ
る
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と
捉
え
て
い
る
が
、
経
験
者
た
ち
は
不
登
校
に
至
る 

ｂ
（
一
五
字
以
内
） 

と
捉
え
て
い
る
者
が
多
い
。 

（
二
）「
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
可
能
性
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
、
不
登
校
経
験
者
た
ち
は
相
談
で
き
た
と
し
て
も
家
族
に
で
あ
り
、
だ
れ
に

も
相
談
で
き
な
か
っ
た
例
も
多
数
あ
っ
た
。
本
来
、
学
校
に
適
正
に
配
置
さ
れ
る
べ
き
専
門
家
、
つ
ま
り 

ｃ
（
二
〇
字
以
内
） 

の
活
用
が
十
分
で
な
い

こ
と
が
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。 

 

設
問
四 

傍
線
部
（
Ⅱ
）
に
関
し
て
、「
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
」
の
た
め
に
と
ら
れ
る
べ
き
手
立
て
に
つ
い
て
、
本
文
を
も
と
に
左
の
よ
う
に
ま
と
め

て
み
た
。
本
文
を
参
考
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
欄
ｄ
～
ｆ
に
適
切
な
言
葉
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

 

「
学
校
」
と
い
う
場
が
ス
ト
レ
ス
、
行
き
づ
ら
い 

 
 

 

↓
↓ 

該
当
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応 

 
 

周
囲
で
…
…
…
…
… 

 
 

 

ｄ 
 

 
 

 
 

 
 

教
育
委
員
会
等
は
… 

 
 

 

ｅ 
 

 
 

 
 

 
 

 

↓
↓ 

さ
ら
に
、
多
様
な
学
び
の
選
択
肢
の
実
現 

 
 

例 

居
住
す
る
都
道
府
県
で
通
え
る
よ
う
な 

 
 

 

ｆ 
 

 
 

 
 

 

→ 

政
府
の
方
針
が
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
な
い 

 
 

 

行
政
の
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要 
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二 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

日
本
列
島
は
各
地
で
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
熱
中
症
の
救
急
（
ア
）
搬
送
が
増
え
て
い
る
。
特
に
高
齢
者
は
体
温
の
調
節
機
能
が
低
下
し
て
お
り
、
た
と
え
室

内
に
い
て
も
注
意
が
必
要
だ
。 

 

気
を
つ
け
た
い
の
が
、
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
。
環
境
省
は
２
０
０
５
年
か
ら
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
を
推
進
、
国
民
に
〈
28
度
〉

を
呼
び
か
け
て
き
た
が
、
こ
の
数
字
は
冷
房
の
設
定
温
度
で
は
な
い
。
「
適
正
な
室
温
」
の
目
安
で
あ
る
。 

 

設
定
温
度
＝
実
際
の
室
温
と
は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
。
私
の
自
宅
で
も
、
猛
烈
に
暑
い
日
中
や
、
西
日
が
差
す
夕
方
に
は
、
冷
房
の
設
定
温
度
よ
り
室
温
が

２
～
３
度
高
い
、
な
ん
て
こ
と
が
た
ま
に
あ
る
。
冷
房
を
28
度
に
設
定
し
た
高
齢
者
が
、
30
度
を
超
え
た
部
屋
で
熱
中
症
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
だ
。 

 

し
か
し
、
同
省
が
17
年
、
全
国
の
20
～
60
代
に
実
施
し
た
調
査
（
有
効
回
答
１
３
４
２
人
）
で
は
、「
28
度
は
設
定
温
度
で
は
な
く
室
温
」
と
正
し
く
理
解

し
て
い
る
人
は
、
わ
ず
か
32
％
し
か
い
な
か
っ
た
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 

多
く
の
人
の
認
識
が
、
実
は
間
違
い
―
―
。
そ
ん
な
健
康
情
報
は
少
な
く
な
い
。 

 

代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
「
抗
生
物
質
（
抗
菌
薬
）
は
風
邪
に
効
く
」
。
風
邪
の
ほ
と
ん
ど
の
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
で
、
細
菌
を
①
オ
サ
え
る
抗
菌
薬
に
効
果
は

な
い
。
だ
が
、
い
ま
だ
に
服
用
す
る
人
や
②
シ
ョ
ホ
ウ
す
る
医
師
が
少
な
く
な
い
。
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
の
昨
年
夏
の
調
査
で
は
、「
間
違
い
で

あ
る
」
と
正
し
く
回
答
し
た
の
は
４
人
に
１
人
に
と
ど
ま
っ
た
。 

 

「
切
り
傷
や
擦
り
傷
は
、
ガ
ー
ゼ
を
当
て
て
乾
か
し
、
か
さ
ぶ
た
が
で
き
た
方
が
治
り
が
早
い
」
も
、
誤
り
。
傷
口
か
ら
ジ
ク
ジ
ク
と
染
み
出
て
く
る
体
液

に
は
傷
を
③
シ
ュ
ウ
フ
ク
す
る
成
分
が
含
ま
れ
、
湿
っ
た
環
境
を
保
つ
方
が
よ
い
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
く
「
（
イ
）
湿
潤
療
法
」
が
今
は
主
流
で
、
専
用
の
ば

ん
そ
う
こ
う
も
発
売
さ
れ
て
い
る
。 

応
急
処
置
の
常
識
も
変
わ
っ
た
。「
過
呼
吸
（
過
換
気
症
候
群
）
に
な
っ
た
ら
、
紙
袋
を
口
に
当
て
る
」
は
、
酸
素
濃
度
が
低
下
し
過
ぎ
る
な
ど
と
し
て
推
奨

さ
れ
な
く
な
っ
た
。「
て
ん
か
ん
発
作
の
人
に
対
し
て
は
、
舌
を
か
ま
な
い
よ
う
に
口
に
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
詰
め
る
」
も
、
窒
息
の
危
険
性
が
あ
る
な
ど
と
し
て
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今
で
は
勧
め
ら
れ
な
い
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
は
ど
う
か
。 

 

２
０
２
０
年
の
感
染
拡
大
初
期
、
国
内
外
の
感
染
症
の
専
門
家
は
、
マ
ス
ク
に
つ
い
て
「
感
染
・
発
症
し
た
人
が
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
使
う
も
の

で
、
健
康
な
人
が
予
防
の
た
め
に
着
用
す
る
必
要
は
な
い
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
今
で
は
、
予
防
の
た
め
の
着
用
が
推
奨
さ
れ
、
日
本
人
は
見
事
と
言
え
る

ほ
ど
④
ジ
ッ
セ
ン
し
て
い
る
。 

 

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
に
つ
い
て
も
、
▽
ウ
イ
ル
ス
を
触
っ
た
手
指
で
口
を
触
る
な
ど
し
て
広
が
る
「
接
触
感
染
」
は
、
実
は
ま
れ
で
あ
る
▽
飛
沫

ひ

ま

つ

感
染
よ

り
も
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
（
空
気
感
染
）
が
主
体
―
―
と
い
っ
た
実
態
が
分
か
っ
て
き
た
。 

 

こ
う
な
る
と
、
飲
食
店
や
事
業
所
が
講
じ
る
べ
き
対
策
も
変
わ
っ
て
く
る
。
テ
ー
ブ
ル
や
ド
ア
ノ
ブ
、
ア
ク
リ
ル
板
な
ど
の
（
ウ
）
頻
繁
な
消
毒
よ
り
も
、

室
内
の
空
気
の
流
れ
を
十
分
に
考
慮
し
た
「
換
気
」
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 

（
Ａ
）
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
医
療
や
健
康
の
情
報
は
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、〈
以
前
の
常
識
は
今
の
非
常
識
〉
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
一
般
の
人

が
最
新
情
報
を
常
に
把
握
す
る
の
は
（
Ｂ
）
至
難
の 

 

と
言
え
よ
う
。
近
年
は
偽
の
情
報
（
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
）
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
瞬
時
に
拡
散
さ
れ
、 

⑤
シ
ン
ギ
を
見
極
め
る
の
が
一
層
困
難
に
な
っ
た
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、（
Ⅰ
）
専
門
家
や
政
府
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
へ
の
発
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
積
極
的
な
発
信
、
小
中
高
校
で
の
教
育

な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
に
正
し
い
健
康
情
報
を
伝
え
る
べ
き
だ
。 

 

同
時
に
、
私
た
ち
国
民
に
も
、
（
Ⅱ
）
健
康
情
報
を
入
手
・
理
解
・
評
価
・
活
用
す
る
力
「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
養
う
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。 

（
山
口
博
弥
「
そ
の
健
康
情
報 

間
違
っ
て
な
い
？
」
（
『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
二
年
八
月
一
四
日
、
〈
広
角
多
角
〉
欄
）
に
よ
る
） 
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設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 
オ
サ
（
え
る
） 

 
 

 
 

② 

シ
ョ
ホ
ウ 

 
 

 
 

③ 

シ
ュ
ウ
フ
ク 

 
 

 
 

④ 

ジ
ッ
セ
ン 

 
 

 
 

⑤ 

シ
ン
ギ 

（
ア
）
搬
送 

 
 

 
 

 
 

 

（
イ
）
湿
潤 

 
 

 
 

 

（
ウ
）
頻
繁 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

（
Ａ
）
こ
の
言
葉
の
用
い
方
を
説
明
し
た
次
の
文
章
の
空
欄
１
・
２
を
適
切
に
埋
め
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 

前
に
述
べ
た
こ
と
を
受
け
て
、 

 
 

 

１ 
 

 
 

を 

２ 

す
る
語
。 

（
Ｂ
）
空
欄
に
適
切
な
漢
字
一
字
を
入
れ
、
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。 

 

設
問
三 

傍
線
部
（
Ⅰ
）
に
関
し
て
、
本
文
を
も
と
に
具
体
例
を
挙
げ
て
ま
と
め
た
以
下
の
文
章
に
つ
い
て
、
空
欄
ａ
～
ｆ
に
適
切
な
数
字
や
言
葉
を
入
れ
な

さ
い
。 

 

政
府
の
情
報
発
信
が
不
十
分
だ
っ
た
例
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。「 

ａ 

度
」
と
い
う
数
字
だ
け
が
強
く

国
民
に
伝
わ
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
本
来
は 

 

ｂ 
 

の
目
安
で
あ
っ
た
の
に
、
環
境
省
の
呼
び
か
け
開
始
か
ら 

ｃ 

年
後
の
調
査
で
は
、 

ｄ 

割

近
い
回
答
者
が
、 

 
 

ｅ 
 

 

だ
と
誤
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
も
っ
と
も
若
い
調
査
対
象
に
は 

ｆ 

代
が
含
ま
れ
て
お
り
、
学
校
教
育
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
で
の
一
層
の
正
確
な
情
報
伝
達
が
望
ま
れ
る
。 
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設
問
四 

傍
線
部
（
Ⅱ
）
に
つ
い
て
、
本
文
に
示
さ
れ
て
い
る
「
風
邪
」「
切
り
傷
や
擦
り
傷
」
の
場
合
を
例
に
、「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
基
づ
く
対
応
を

ま
と
め
た
以
下
の
説
明
の
空
欄
ｇ
・
ｈ
に
、
適
切
な
言
葉
を
補
い
な
さ
い
。 

 

「
風
邪
」 

 
 

風
邪
を
ひ
い
た
と
き
に
、 

 

ｇ 
 

 

し
て
も
効
果
は
な
い
か
ら
、
医
師
に
そ
の
シ
ョ
ホ
ウ
を
求
め
た
り
し
な
い
。 

「
切
り
傷
や
擦
り
傷
」 

 
 

現
在
は
湿
潤
療
法
が
主
流
で
あ
り
、
乾
か
す
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば 

 
 

 

ｈ 
 

 
 

を
購
入
す
る
な
ど
し
て
手
当
て
す
る
と
よ
い
。 

 


